
「
岡
目
一
目
」

　

お
盆
に
は
ち
ゃ
ん
と
墓
参
り

を
し
ま
し
た
か
。
一
口
に
先
祖

と
言
っ
て
も
、
ど
の
辺
ま
で
遡

れ
ば
い
い
の
か
。
私
は
祖
父
・

祖
母
と
そ
の
周
辺
ま
で
は
よ
く

知
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
先

は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

長
く
続
く
古
い
家
柄
で
は
、

家
系
図
な
ど
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
お
ら
ま
り
で
は
仏
壇
の
過

去
帳
く
ら
い
し
か
な
い
。
そ
の

辺
の
話
し
に
な
る
と
私
は
い
つ

も
こ
う
言
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

「
お
ら
ん
ち
も
な
あ
、
縄
文
時

代
ま
で
は
け
っ
こ
う
栄
え
と
っ

た
ら
し
い
ん
や
け
ど
、
弥
生
時

代
に
な
る
時
に
土
器
の
造
り
方

を
間
違
え
た
ら
し
い
ん
や
な
。

あ
の
辺
か
ら
没
落
し
た
ら
し
い

ん
や
」
と
。

　

こ
の
辺
の
こ
と
は
例
の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
の
住
斉
教
授
が
解

明
し
て
く
れ
つ
つ
あ
る
。
問
題

は
先
祖
は
ど
の
辺
ま
で
辿
れ
ば

い
い
の
か
と
い
う
こ
と
。

　

縄
文
弥
生
の
先
の
新
石
器
旧

石
器
を
越
え
て
、
猿
の
惑
星
か

ら
宇
宙
の
辺
ま
で
行
く
と
、
も

う
私
は
一
体
何
？
と
な
る
。

「
人
身
受
け
難
し
、
今
己
に
受

く
…
さ
ら
に
何
れ
の
生
に
向
か

っ
て
か
こ
の
身
を
度
せ
ん
」
と

釈
尊
。
大
事
な
の
は
今
生
の
毎

日
の
こ
と
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

第
四
十
三
回　

Ｔ
Ｐ
Ｃ
高
山
写
真

ク
ラ
ブ
写
真
展

◇
日
時　

九
月
二
十
九
日（
金
）～

　

十
月
一
日（
日
）　

午
前
九
時
～

　

午
後
六
時（
最
終
日
午
後
五
時

　

ま
で
）

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

　

高
山
陣
屋
太
鼓
保
存
会
は
、昭

和
五
十
年
に
川
畑
豊
飛
師
範
を

中
心
に
、地
元
の
女
性
が
集
ま
っ

て
豊
飛
太
鼓
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。五
年
後
に
は
、当
時
の
高

山
市
長
よ
り
高
山
陣
屋
太
鼓
と

命
名
さ
れ
、保
存
会
と
し
て
四
十

二
年
間
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
祭
の
光
景
と
心
意
気
を

太
鼓
の
音
に
表
現
し
た
創
作
曲
、

ま
た
ソ
ー
ラ
ン
節
や
沖
縄
の
エ

イ
サ
ー
太
鼓
等
の
新
し
い
も
の

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
や
民
踊
ま
つ
り
に
は
メ

ン
バ
ー
全
員
で
演
奏
し
、ま
た
日

頃
は
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

幅
広
く
活
動
し
た
り
し
て
い
ま

す
。過
去
に
は
岐
阜
県
や
飛
騨
を

Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
等
で
演

奏
し
ま
し
た
。

　

女
性
ば
か
り
約
二
十
名
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、ま
た
海
外

の
仲
間
も
一
緒
に
太
鼓
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。会
員
募
集
中
な
の

で
、興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。ま
た
八
月
よ
り
子
供
た

【 

高
山
陣
屋
太
鼓
保
存
会
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

文化会館小ホールでの発表会

ち
の
た
め

の
ジ
ュ
ニ

ア
部
も
始

め
ま
し
た
。

是
非
見
学

に
来
て
く

だ
さ
い
。お

待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部

支
部
花
展

◇
日
時　

九
月
三
十
日（
土
）～
十

　

月
一
日（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

飛
騨
書
道
連
盟　

会
員
展

◇
日
時　

九
月
三
十
日（
土
）～
十

　

月
一
日（
日
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

　
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階

　

大
会
議
室

◇
入
場
無
料

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
高
め
た
文
学
者
の
経
歴

と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
市
の
文

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

毎
年
二
回「
近
代
文
学
館
企
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
江
戸
末

期
の
代
表
的
な
国
学
者
で
あ
る

「
田
中
大
秀
」
の
門
弟
に
焦
点
を

当
て
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

飛
騨
に
生
ま
れ
た
大
秀
は
全
国

的
に
も
著
名
で
、
大
秀
を
師
と
仰

ぎ
学
問
を
学
ん
だ
者
は
多
く
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
多
数
の

国
学
者
や
文
人
を
輩
出
し
ま
し

た
。

　

企
画
展
で
は
、
高
弟
の
「
山
崎

弘
泰
」
や
「
富
田
礼
彦
」
を
は
じ

め
と
す
る
門
弟
た
ち
の
和
歌
や

詩
、
筆
跡
を
展
示
し
、
読
み
下
し
・

解
説
と
と
も
に
そ
の
人
物
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
日
時　

九
月
三
十
日（
土
）・

　

十
月
一
日（
日
）午
前
十
時
～

　

午
後
五
時（
最
終
日
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

［
田た

な
か
お
お
ひ
で

中
大
秀
］

　
上
一
之
町
の
生
ま
れ
。
伴
蒿
蹊

や
本
居
宣
長
に
学
び
、
飛
騨
に
初

め
て
国
学
を
伝
え
、
多
数
の
門
人

を
擁
し
た
。敬
神
勤
皇
の
念
篤
く
、

荏
名
神
社
、
飛
騨
総
社
を
再
興
。

歌
楽
、
管
弦
も
教
授
。
大
正
四
年

即
位
の
大
典
に
当
た
り
正
五
位
。

［
山や

ま
ざ
き
ひ
ろ
や
す

崎
弘
泰
］

　
高
山
の
地
役
人
。
田
中
大
秀
に

学
び
国
典
を
修
め
歌
文
に
長
ず

る
。
後
に
大
秀
の
文
机
を
継
ぎ
荏

門
の
学
頭
と
な
る
。
花
里
天
満
宮

に
花
里
文
庫
を
設
け
、
大
秀
の
遺

稿
と
蔵
書
を
保
管
。

［
富と

み
た
い
や
ひ
こ

田
礼
彦
］

　
国
学
者
、
高
山
県
判
事
。
田
中

大
秀
に
国
学
を
、
赤
田
章
斎
に
漢

学
を
学
ぶ
。高
山
陣
屋
玄
関
の「
天

朝
御
用
所
」の
高
札
は
礼
彦
の
筆
。

『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
主
任
。

田中大秀像

山崎弘泰書

第
27
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

田
中
大
秀
の
門
弟
9/30㈯
10/1㈰




